
地域ICTクラブによる効果と目指すべき方向
１．地域の児童、社会人、高齢者が教え、学び合う、世代間交流の場づくり
２．産官学が連携した地域の課題解決
３．ステップアップ型による先進的な校外学習

地域ICTクラブの継続運営 【兵庫県淡路市】

これまでの取り組みから分かったこと
・2017年から地域住民の有志により活動がスタートし、昨年度は、総務省の地域ICT
クラブ実証事業に採択された。
・市と連携することにより多様な産官学が参画
（明石高専、津名高校、神戸新聞社、ＮＴＴドコモ、淡路市）
・受講料が無料のため、クラブを継続して運営するためには、行政からの助成が不可欠。
・講師は、地域住民がボランティアで行い、教材等は、行政からの助成。

期待するソリューション
講師謝金を支払い、ＩＣＴクラブを継続的に運営できる仕組み
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